歴史地震研究会第33回総会議事録
日時：2016年9月12日　13:30～14:10
於：大槌町中央公民館大会議室
1.　定足数確認
　歴史地震研究会会則第18条により、総会は会員の10分の1の実出席を要すると定められている．現在の会員数306名、本会場内にいる会員数は48名で、定足数を満たし総会の成立を確認した．（林能成総務幹事）

2.　松浦律子会長挨拶

3.　議長選出

　林総務幹事より谷川亘会員を議長に推薦．谷川亘会員が議長に選出され、ここからは議長が進行を務める．

4.　谷川議長挨拶　

5.　第一号議案　2015年度事業報告および決算報告
(1) 研究成果発表会および講演会について（小松原副会長）
　第32回歴史地震研究会（京丹後大会）の開催について、第一号議案1.(1)①により説明．他の学協会が主催する行事を1件後援したことを、第一号議案1.(1)②により説明．本大会（第33回歴史地震研究会；大槌大会）の開催に向けての準備について、第一号議案1.(1)③により説明．
(2) 会誌の刊行について（林豊編集出版幹事）
　『歴史地震』第31号を2016年5月に発行したことについて、第一号議案1.(2)により説明．
(3) 広報活動について（松浦会長）
　迅速な情報提供のため、歴史地震研究会のホームページ、メーリングリストmushaの管理・運営をしたこと、他学会への大会の告知をしたことについて、第一号議案1.(3)により説明．
(4) 業績の表彰、2015年度のその他の事業について（林能成幹事）
　京丹後大会で功績賞を上田和枝会員に授与したこと、および、今年度は功績賞授賞者をしなかったことについて、第一号議案1.(4)により説明．
　その他、研究会の各事業を行うために付随する活動として、大会中の総会1回と幹事会7回を行ったことを、第一号議案1.(5)により説明．
(5) 2015決算報告について（松浦会長）

　第一号議案2および以下の入退会者数の資料により、2016年度の収入と支出、京丹後大会の収入と支出を報告．
(6) 会計監査報告（諸井監査役、北原監査役）
2015年度収支決算報告の監査を行い、予算の執行、帳簿、証票の整理等、正常適正に処理されていることを確認した．
　以上の報告をもとに質疑をしたが質問はなかった．
（議長）第一号議案 2015年度事業報告および決算報告を承認してよいか？
　拍手で承認．
6. 第二号議案 会長選出
　歴史地震研究会会則第16条第1項および付則第2条に基づき、幹事会の推薦を得て、現会長である松浦律子氏から歴史地震研究会会長に立候補の届け出があった．以上、報告する．（林能成総務幹事）
（議長）立候補した松浦律子氏を次期会長として選出してよいか？
　拍手で承認．松浦律子氏を会長に選出．
7. 第三号議案 監査役選出
　監査役の定数は2名．歴史地震研究会会則第16条第3項および付則第3条に基づき、幹事会として中村操氏および植竹富一氏を次期の監査役に推薦するとの届け出があった．以上、報告する．（林能成総務幹事）
（議長）推薦があった中村操氏と植竹富一氏を監査役として選出してよいか？
　拍手で承認．中村操氏と植竹富一氏を監査役に選出．
8. 新会長挨拶と役員指名
　次期の松浦律子会長より挨拶．2016年度の役員は、副会長に小松原琢氏（留任）、幹事は総務委員長に林能成氏（留任）、財政委員長に内田篤貴氏（留任）、広報委員長に石辺岳男氏（留任）、行事委員長に宍倉正展氏（新任）、編集出版委員長に林豊氏（留任）を指名する．
　各新幹事より挨拶．
　宍倉次期行事委員長から挨拶および、次年度大会予定を案内．2017年9月15～17日に茨城県つくば市内で大会を行う計画をしている旨報告があった．
9. 第四号議案 2016年度事業計画および予算案

(1) 会誌の刊行
　第四号議案1.(2)①により説明．『歴史地震』32号を2017年5月末頃に発行する計画である．（林豊編集出版幹事）
(2) 研究成果発表会、その他の事業、予算案
　先ほど宍倉新幹事から案内があったとおり，2017年の大会はつくば市で開催する準備を行う．その他の事業計画は，昨年度と同様である．（林能成総務幹事）
　予算案はこれらの事業を行うための経費と会費収入を計上した．（内田財政委員長）
　以上の報告をもとに質疑．
（議長）第四号議案 2016年度事業計画および予算案 を承認してよいか？
　第四号議案 2016年度事業計画および予算案 を拍手で承認．
10. 閉会
